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内閣府（防災担当）
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参考資料１





令和６年能登半島地震に係る検証チーム 

（第１回） 

議 事 次 第 

日 時：令和６年３月１２日（火）１８：００ ～ １８：１５ 

場 所：中央合同庁舎８号館１階 講堂 

１．開 会 

２．挨 拶 

３．議 事 

（１）今後の進め方等について

４．閉 会 

＜配布資料＞ 

資料１ 令和６年能登半島地震に係る検証チームの開催について（案） 

資料２ 検証チームの進め方 

資料３ 検証の視点 
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 資料１ 

令和６年能登半島地震に係る検証チームの開催について（案） 

 

令和６年３月 12 日 

関 係 府 省 庁 申 合 せ 

 

 

１ 令和６年能登半島地震における自治体支援、避難所運営、物資調達・支援な

どの発災後の災害応急対応について、対応に当たった職員の経験を収集し、整

理するため、令和６年能登半島地震に係る検証チーム（以下「チーム」という。）

を開催する。 

 

２ チームの構成は、次のとおりとする。ただし、座長は、必要があると認める 

ときは、関係者の出席を求めることができる。 

 

座 長  内閣官房副長官補（内政担当） 

副座長  内閣官房内閣審議官（内閣官房副長官補付） 

内閣官房内閣審議官（内閣官房副長官補付） 

内閣府政策統括官（防災担当） 

構成員  内閣官房危機管理審議官 

内閣府政策統括官（原子力防災担当） 

警察庁警備局長 

総務省大臣官房総括審議官 

消防庁次長 

厚生労働省大臣官房危機管理・医務技術総括審議官 

農林水産省大臣官房危機管理・政策立案総括審議官 

経済産業省大臣官房技術総括・保安審議官 

国土交通省水管理・国土保全局長 

国土交通省危機管理・運輸安全政策審議官 

環境省環境再生・資源循環局次長 

防衛省統合幕僚監部総括官 

 

３ チームの庶務は、関係行政機関の協力を得て、内閣府政策統括官（防災担当）

において処理する。 

 

４ 前各項に定めるもののほか、チームの運営に関する事項その他必要な事項 

は、座長が定める。 
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検証チームの進め方 

 

○令和６年能登半島地震による被災地の復旧・復興支援については、今後も継

続的に取り組んでいく必要がある。 

 

○一方、災害から得た経験、教訓を踏まえて、災害対応を不断に見直していく

ことが重要であり、令和６年能登半島地震においても、一連の災害対応を振

り返る中で浮かび上がった課題を乗り越える方策や、災害対応上有効と認め

られる新技術等を洗い出し、今後の初動対応・応急対策を強化するための措

置等について、今後の対策に反映する必要がある。 

 

○本チームは、今回の令和６年能登半島地震における災害応急対応について、今

後の災害対応に活かすための評価できる点と改善すべき点を抽出し、現在も

復旧等に向けた取組が行われている被災地を含め、今後の災害対応に活かし

ていくことを目的として、検証作業を行う。 

 

○検証の対象とする災害応急対応として、令和６年能登半島地震被災者生活・生

業再建支援チームを立ち上げて各府省庁が連携して対応した自治体支援、避

難所運営及び物資調達・輸送の３分野のほか、半島という地理的制約の中で、

これまでの災害対応と比較しても困難な状況の下、初動対応・応急対策に大き

く貢献したスタートアップの新たな技術にも焦点を当てる。 

 

○検証作業は、各分野について、 

  ・分野ごとの対応、体制の概要 

  ・現行の防災マニュアルにおける規定内容 

  ・本府省庁、現地対策本部で対応した幹部職員からの報告 

・実務に当たった職員からの報告レポート 

 を素材として、評価すべき事項、改善すべき事項を抽出して行う。 

 

○本チームの検証作業は、以後の制度、運用の改善の検討につなげられるよう、

災害応急対応に関する検証報告としてとりまとめることとする。 

資料２ 
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検証の視点 

 

今回の災害応急対応について、以下の３分野に焦点を当てて、①被災地と現地

対策本部、政府統括部局との情報流通、②実施部署への指示系統・連携体制、③

国、県、市町村の役割分担、といった３つの視点を中心に課題を抽出するととも

に、災害対応上有効と認められる新技術等の活用にも着目して検証を行う。 

 

○自治体支援 

・自治体の受援体制はとれたか 

・国は自治体機能の状況が把握できたか 

・国や県の支援策は機能したか 

・現地派遣職員に対する支援・環境整備が適切に行われたか 

・国に期待される役割は何か 

 

○避難所運営 

・避難所の状況把握が適切に行えたか 

・行政と警察、医師や保健師、ＮＰＯ等との連携は適切に行えたか 

・給水支援、トイレ設置等の衛生環境向上の取組は適切に行えたか 

・二次避難（孤立集落対応を含む）は適切に行えたか 

・市町村は適切に機能したか 

・国に期待される役割は何か 

 

○物資調達・輸送 

・備蓄物資は適切に効果を発揮していたか 

・必要物資のニーズを的確に把握できたか 

・物資調達（国の備蓄品の活用を含む）が適切に行えたか 

・民間事業者、自衛隊等との輸送にあたっての連携体制構築が円滑にできたか 

・物資輸送の手段や経路の調整が適切に行えたか 

・県、市町村との役割分担は適切に機能したか 

・国に期待される役割は何か 

 

○その他 

 

 

※上記検証にあたっては、有効性があった、あるいは有効性が期待される対応策、

新技術等についても抽出を行う。 

※現在なお継続している水道復旧、住まいの確保、がれきへの対応等については、

当該検証後に検討を行うことを基本とする。 

資料３ 
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令和６年能登半島地震に係る検証チーム 

（第２回） 

 

議 事 次 第 

 
日 時：令和６年３月２８日（木）１７：３０ ～ １８：３０ 

場 所：中央合同庁舎８号館３階 災害対策本部会議室 

 

 

１．開 会 

２．挨 拶 

３．議 事 

（１）自治体支援について 

４．閉 会 

＜配布資料＞ 

資料１ 令和６年能登半島地震の概要と自治体支援の状況 

資料２    令和６年能登半島地震における被災市町への応援職員の派遣について 
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令和６年能登半島地震に係る検証チーム 

（第３回） 

 

議 事 次 第 

 
日 時：令和６年４月１５日（月）１７：００ ～ １８：１５ 

場 所：中央合同庁舎８号館３階 災害対策本部会議室 

 

 

１．開 会 

２．挨 拶 

３．議 事 

（１）避難所運営について 

４．閉 会 

＜配布資料＞ 

資料１  令和６年能登半島地震に係る検証チームの開催について（案） 

資料２  令和６年能登半島地震における避難所運営の状況 

資料３   令和６年能登半島地震における各省庁の避難所運営等に係る対応状況 
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令和６年能登半島地震に係る検証チームの開催について（案） 

 

 令和６年３月 12日 関係府省庁申合せ 

 令和６年４月 15日 一 部 改 正 

 

１ 令和６年能登半島地震における自治体支援、避難所運営、物資調達・輸送などの

発災後の災害応急対応について、対応に当たった職員の経験を収集し、整理する

ため、令和６年能登半島地震に係る検証チーム（以下「チーム」という。）を開催

する。 

 

２ チームの構成は、次のとおりとする。ただし、座長は、必要があると認める 

ときは、関係者の出席を求めることができる。 

 

座 長  内閣官房副長官補（内政担当） 

副座長  内閣官房内閣審議官（内閣官房副長官補付）兼 復旧・復興支援総括官 

内閣官房内閣審議官（内閣官房副長官補付） 

内閣官房内閣審議官（内閣官房副長官補付） 

内閣府政策統括官（防災担当） 

構成員  内閣官房危機管理審議官 

内閣府政策統括官（原子力防災担当） 

警察庁警備局長 

総務省大臣官房総括審議官 

消防庁次長 

厚生労働省大臣官房危機管理・医務技術総括審議官 

農林水産省大臣官房危機管理・政策立案総括審議官 

経済産業省大臣官房技術総括・保安審議官 

国土交通省水管理・国土保全局長 

国土交通省危機管理・運輸安全政策審議官 

環境省環境再生・資源循環局次長 

防衛省統合幕僚監部総括官 

 

３ チームの庶務は、関係行政機関の協力を得て、内閣府政策統括官（防災担当）に

おいて処理する。 

 

４ 前各項に定めるもののほか、チームの運営に関する事項その他必要な事項 

は、座長が定める。 
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令和６年能登半島地震に係る検証チーム 

（第４回） 

 

議 事 次 第 

 
日 時：令和６年５月１３日（月）１６：００ ～ １７：３０ 

場 所：中央合同庁舎８号館３階 災害対策本部会議室 

 

 

１．開 会 

２．挨 拶 

３．議 事 

（１）物資調達・輸送、新技術等について 

４．閉 会 

＜配布資料＞ 

資料１  令和６年能登半島地震における物資調達・輸送の状況 

資料２     令和６年能登半島地震を踏まえた有効な新技術及び方策について 

資料３  令和６年能登半島地震における各省庁の物資調達・輸送に係る対応状況 
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